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西埜章先生は， 2012年4月に，そして，角田由紀子先生は， 2012年 1月に，
めでたく古希をお迎えになりました。ここに古希記念論文集を献呈させていた
だくにあたり，明治大学法科大学院長として一言申し上げたいと存じます。
西埜章先生のこと
西埜章先生は， 2004年4月に明治大学法科大学院にその発足と同時に専任
教授として着任され， I行政法基礎j，I行政法応用j，I行政法演習j，I行政法
展開演習」など，行政法の分野を中心として，講義や演習科目を担当されてこ
られました。また 2006年度から 2008年度までは，本法科大学院法務専攻主任
(院長代行)として，カリキュラムの本格的な改革の音頭をとってこられまし
た。第 1回の大学評価・学位授与機構による認証評価において，適合評価を受
けられたのも，先生の主導のもとに進められたカリキュラム改革が大きな評価
を得たからだと思われます。
先生は，一貫して行政法研究者として歩んでこられました。膨大な判例・学
説を整理・分析し，多角的な考察を加えて，高度の理論的到逮点を示していた
だいた「国家賠償法コンメンタールJ(勤草書房〉をはじめ，行政法の分野を
中心として，著書や論文で多くの優れた研究業績を残されておられます。それ
とともに，厚生省公衆衛生審議会，厚生労働省疾病・障害認定審査会，国土交
通省北陸地方整備局入札監視委員会，新潟県公害審査会，新潟県情報公開・個
人情報保護審査会，新潟県男女平等社会推進審議会など，国や地方自治体にお
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いて，数多くの委員を務められておられますし，そこでのご活躍が予防接種事
故や環境・騒音問題等に関する論文としてまとめられ，社会に対する多くのメッ
セージとなったものと拝察いたします。また法科大学院内の祝賀会や歓送迎会
などでは，漢籍ぞヲI~、て，非常に合曹のあるお話をされており，いつも目を見
聞かされておりました。
古希というにはふさわしくない，若々しく溌刺とした西埜章先生のお姿であ
り，先生を失うことは，発展途上の本法科大学院にとっても，その教えを受け
ることをまだまだ望んでいる法科大学院生にとっても，大きな損失ですし，ま
ことに寂しい限りですが，ご退職されo一つの区切りとして，明治大学法科大
学院教員を代表して，先生のこれまでのご寅献に感謝申し上げるとともに，今
後とも明治大学と法科大学院ならひ。に後進へのご縁とご指導を願うとともに，
先生のますますのご健勝とご活躍を祈念しつつ，ここに記念論文集を献呈させ
ていただきます。
角田由紀子先生のこと
角田由紀子先生も西埜先生とご一緒に. 2004年4月に明治大学法科大学院
にその発足と同時に専任教授として着任されました。本法科大学院においては，
「ジェンダーと法J.I展開・先端系総合指導(ジェンダーと法)J.I法曹実務演
習Jなど，ジェンダ一法を中心として，講義や演習科目，さらに実務碁礎科目
を担当されてこられました。それとともに本法科大学院に設けられている専門
法曹養成センターの 4センターのうちの一つである，ジェンダ一法センターの
代表として，ジェンダー法の研究・教育に多大の尽力をされており，多くの修
了生がその薫陶を受けております。日弁連等の女性の権利に関する委員会，人
権擁護委員会，両性の平等に関する委員会の委員や，ジェンダ一法学会の理事
をはじめとして，性暴力被害者の権利擁護活動，セクシュアル・ハラスメント
やドメスティック・バイオレンスの問題について，弁護士として積極的に活動
を展開されておられます。また「性の法律学~. ~性差別と暴力J 等の著作を通
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して，理論的な支柱ともなっておられます。本法科大学院発足当初は，法学部
卒業者でないものや，社会人経験者も多く，法科大学院の授業にいわばノfニッ
クに陥っている学生も少なからずおりましたが，角田先生は，そういう学生を
対象に， r昔の未修者から今の未修者へ」という講演会を開いていただきまし
た。そのような学生にとって，先生のお話がどれほど大きな励ましになったこ
とでしょうか。セクシャル・ハラスメントやキャンパス・ハラスメントについ
ては，その後もいろいろとお教えをいただきました。
古希というにはふさわしくない，若々しく溌刺とした角田由紀子先生のお姿
であり，先生を失うことは，発展途上の本法科大学院にとっても，その教えを
受けることをまだまだ望んでいる法科大学院生にとっても，大きな損失ですし，
まことに寂しい限りですが，ご退職される一つの区切りとして，明治大学法科
大学院教員を代表して，先生のこれまでのご貢献に感謝申し上げるとともに，
今後とも明治大学と法科大学院ならひ*に後進へのご縁とご指導を願うとともに，
先生のますますのご健勝とご活躍を祈念しつつ，記念論文集を献呈させていた
だきます。
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